
令和７年度 松山市当初予算のポイント

予算編成方針

令和６年の大雨被害からの復旧を引き続き進めるとともに、社会保障関係経費の増加や子育て・教育環境の
充実、公共施設のマネジメントのほか、防災・減災対策などの財政需要の増加にも的確に対応する必要があるため、
今後も厳しい財政運営が見込まれる。
令和７年度の予算編成に当たっては、ゼロベースで事業の総点検に注力するなど、持続可能な行財政基盤の

整備を進めつつ、物価高騰への対策を継続するとともに、公約の「４つの柱」や新しく策定した第７次総合計画に
掲げる将来都市像の実現を力強く推し進めることとした。

一般会計
公約の実現に向けた取組のほか、
教育環境の整備や
社会保障関係経費の増などで、
2,３７１億６,０00万円と
７年連続で過去最高を更新

（前年度比＋1７４億円）

全会計の総額
4,５７０億円（前年度比＋１４６億円）

全会計の市債残高
2,8１０億円（前年度比△4６億円）

予算区分 予算額
前年度比

増減額 伸率

一般会計 2,371億 6,000万円 174億 3,500万円 7.93％

特別会計 1,510億 9,720万円 △24億 4,210万円 △1.59％

企業会計 509億 4,690万円 △2億 9,420万円 △0.57％

合計 4,392億 410万円 146億 9,870万円 3.46％

公債管理会計 177億 4,760万円 △5,680万円 △0.32％

総合計 4,569億 5,170万円 146億 4,190万円 3.31％

予算の規模

財政指標

市債依存度
５.７２％（前年度比△0.４９％）

市債の借入の抑制に努め減少
＊R7は臨時財政対策債の新規発行なし

公債費の伸び
△0.5７％

過去に借り入れた市債の償還
が進み、公債費（元金償還額）が
減少

経常的経費の伸び
＋８.２０％

障害福祉サービスや保育所
などの給付費、児童手当支給
事業など扶助費が増加

一般会計の内訳と特徴

市税

690億円

29.1%

国庫支出金

548億円

23.1%
地方交付税

279億円

11.8%

県支出金

198億円

8.3%

繰入金

183億円

7.7%

市債

136億円

5.7%

地方消費税

交付金

130億円

5.5%

その他

208億円

8.8%

民生費

1,220億円

51.4％

教育費

224億円

9.4%

土木費

222億円

9.4%

総務費

179億円

7.6％

衛生費

169億円

7.１％

公債費

165億円

7.0%

商工費

82億円

3.4％

消防費

59億円

2.5%

農林水産業費

30億円

1.3%
その他

22億円

0.9%

歳出の主な増減
・ 民生費｜1,220億円 （前年度比＋１７５億円 ＋１６.７7％）
［増要因］ 障害福祉サービスや児童手当支給事業などでの増

・ 教育費｜２２４億円 （前年度比＋２０億円 ＋９.58％）
［増要因］ 学校施設マネジメントや共同調理場整備事業などでの増

・ 衛生費｜1６９億円 （前年度比△３２億円 △１5.96％）
［減要因］ 精神障がい者等総合支援事業を民生費に統合などでの減

歳入の主な増減
・ 国庫支出金｜５４８億円 （前年度比＋７８億円 ＋１６.6５％）
［増要因］ 障害福祉サービスや児童手当支給事業などでの増

・ 市 税｜690億円 （前年度比＋50億円 ＋7.8１％）
［増要因］ 定額減税の終了などでの増

・ 地方交付税｜２7９億円 （前年度比＋４２億円 ＋１７.７２％）
［増要因］ 交付見込額などの増

［臨時財政対策債］
本来、地方交付税として配分される
べき財源を、国の財源不足により
地方債に振り替えるもの。その元利
償還金は、全額が基準財政需要額
に算入される。

歳出歳入



その他の

新規・拡充事業

新規 1３事業
２.１億円

拡充 １５事業
１４.２億円

［新］高齢者補聴器購入費助成事業（高齢者が補聴器を購入する費用を補助）
［新］松山市防犯灯LED化促進補助事業（防犯灯をLED化する費用を補助）
［新］坊っちゃん列車運行支援事業（坊っちゃん列車のメンテンナンス経費を補助）

5,200

32,604

20,000

P24

P23

P26

４つの柱 予算規模 主な事業

１ 少子化対策と
子育て環境の
充実

１１９.１億円
（4７事業）

新規 ９事業
６.２億円

拡充 ５事業
１９.６億円

出会い、結婚、妊娠、育児などライフステージに応じた支援
［新］臨時特例価格高騰分学校給食費負担事業、保育所事務管理費、

待機児童対策・保育の質向上事業（給食用食材の価格上昇分を市が負担）
［新］妊娠・出産支援事業（離島に住む妊婦が分娩施設近くで待機する宿泊費を補助）
［新］乳児等通園支援事業（保護者の就労を問わず時間単位で保育所などを利用可能）
［新］児童育成支援拠点事業（養育環境などに配慮を要するこどもに居場所を提供）
［拡］出産世帯応援事業（年齢制限をなくし支援の対象を全世帯へ拡大）
［拡］出産世帯奨学金返還支援事業（年齢制限をなくし支援の対象を全世帯へ拡大）
［拡］ひとり親家庭医療助成事業（２０歳以降の助成対象に専門学校生などを追加）

地域に誇りを持ち、心豊かなこども達を育てる
［新］愚陀佛庵整備事業（子規と漱石ゆかりの愚陀佛庵を再建）
［新］平和事業（戦後８０年の節目に追悼式や平和座談会など記念事業を実施）

こどもの生活や学習の支援
［拡］ひとり親家庭等自立支援事業（「土曜塾」を中心・南・北に加え西部でも開始）

こどもの居場所づくり
［新］校内サポートルーム設置事業（不登校生徒の居場所を市立中学校内に設置）
［拡］児童クラブ室施設整備事業（石井小とたちばな小にクラブ室を増設）

401,780

623

31,860

21,593

811,640

288,659

733,873

142,000

3,405

36,521

23,560

85,263

P4

P8

P5

P8

P7

P6

P6

P7

P3

P4

P6

P3

P5

２ 交通の利便性
向上とまちの
賑わい創出

4９.３億円
（２９事業）

新規 ４事業
０.３億円

拡充 ４事業
0.４億円

まちの賑わいづくり
［新］商店街等活性化事業（商店街の地域資源をいかし集客コンテンツを造成）
○ 市駅前広場整備事業（大屋根やタクシー乗り場の上屋設置、交流広場の整備に着手）
○ 松山駅周辺整備事業（土地区画整理事業や街路事業の実施、駅周辺施設の検討）
○ 城山公園整備事業（休憩所や展望施設を整備）

スポーツに親しみ、文化に触れる機会の充実
［新］スポーティングシティまつやま推進事業（坊っちゃんスタジアム開場２５周年記念事業）
［新］こども本の森開設準備事業（「こども本の森 松山」をR７年７月に開設）

［新］ことばのちからイベント事業（サクラメント市姉妹都市提携45周年記念事業）
［拡］文学賞運営事業（坊っちゃん文学賞に小学生特別賞を創設）

高齢者などの健康づくり
［拡］高齢者いきいきチャレンジ事業（相談窓口やポイントの対象イベントを充実）
［拡］生涯健康づくり推進事業（働く世代などの健康づくりの支援にアプリを導入）

6,000

1,659,796

1,765,732

704,602

14,000

3,289

2,935

18,331

24,135

1,472

P12

P11

P12

P11

P10

P9

P9

P9

P10

P11

３ 経済の活性化
と雇用環境の
整備

４８.０億円
（2７事業）

新規 ９事業
３.２億円

拡充 ２事業
０.８億円

中小企業の応援
［新］賃上げ応援奨励金（従業員の賃金を引上げた事業者に奨励金を給付）
［新］中小企業販路拡大事業（事業者がECモールに出店する費用を補助）
［新］スタートアップ総合支援事業（ベンチャー企業などの資金調達や学生の起業を支援）
［新］中小企業デジタルイノベーション支援事業（DXで生産性を高める取組などを支援）
［拡］人材確保・育成支援事業（就職を望む女性の資格取得の費用などを補助）

道後温泉地区の活性化
［拡］道後温泉活性化事業（アート事業を実施）

インバウンド対策の強化
［新］広域連携による誘客促進事業（大阪・関西万博をきっかけに観光誘客を実施）
○ 国際観光客誘致促進事業ほか（県と連携して航空会社や旅行会社を支援など）

儲かる農林水産業の推進
［新］新たな森林経営管理制度推進事業（再造林や資機材購入などの費用を補助）

254,000

8,220

4,100

21,905

19,052

61,067

11,230

780,004

13,500

P14

P14

P13

P14

P14

P15

P15

P14

P16

４ 安全・安心で
持続可能な
まちづくり

２１.５億円
（4７事業）

新規 ９事業
２.７億円

拡充 ９事業
９.９億円

災害への対策
［新］災害用物資資機材整備事業（災害用トイレカーを３台導入）
［拡］木造住宅耐震改修等補助事業ほか（補助限度額を引き上げ、事業費を拡大）
［拡］対策本部運営事業（衛星インターネット設備を整備し災害時の通信手段を確保）
［拡］消防水利整備事業（地震時の火災被害を最小限に抑えるため防火水槽を増設）
○ 公民館施設マネジメント事業（3階建て以上の公民館にエレベーターを設置）

まつやまの魅力発信
［新］移住定住促進事業（引越し費用の補助を子育て世帯に加えて若者世帯に拡大）
［拡］都市ブランド戦略推進事業（「幸せになろう。」のPRや“ことば”募集の実施）

デジタル化の推進
［新］もっとやさしい窓口（総合窓口センターや支所に窓口支援システムを導入）
［新］農業DX推進事業（営農用アプリや遠隔操作草刈り機などの導入費用を補助）
［拡］介護DXの推進（ケアプランデータ連携システムのライセンス料を補助）

地域のたからみがき
［新］地域振興構想推進事業（新構想に基づき各地域の振興事業を実施）
［新］里島振興事業（忽那諸島のブランディングを高めるイベントなどを実施）

ゼロカーボンシティ松山の実現
［拡］ゼロカーボンシティ松山推進事業（再エネ電力を市有施設に供給）

34,045

308,529

40,515

82,716

247,394

5,579

19,933

175,410

3,101

6,881

23,821

3,000

480,239

P18

P20

P18

P19

P20

P19

P17

P20

P22

P20

P19

P19

P21

市長公約関連事業 ～松山をつくる４つの柱～
1５０事業 2３８億円規模
［新規］ ３１事業 1２.３億円
［拡充］ ２０事業 ３０.７億円

予算概要
ページ

予算額
（千円）
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